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要旨

このファイルは、日本航海学会講演予稿の執筆要領及び原稿作成例を示したものです。原稿を作成するために必要な、レイアウトやフォントに関する基本的な情報を記述しています。
ファイルは原稿そのものの体裁をとっています。したがって、このファイルの中の文章や図表をこれから書こうとしている実際のものに置き換えれば、所定のフォントや配置の原稿を容易に作成することができます。
キーワード：3～5語、最初のキーワードは、講演申込用紙の講演分野名として下さい。
1.執筆要領
講演予稿は、著者から提出された原稿をそのままホームページに掲載しますので、執筆要領及び原稿作成例にしたがって執筆して下さい。
(1) 一般講演及びフレッシュマン講演で発表する場合は、必ず講演予稿を提出して下さい。

(2) 原稿は、A4サイズ、上25mm下20mm、左右20mmの余白を持って、縦長にして使用して下さい。
(3) 原稿は、4頁以下で、横2段組み、1段23字45行で作成して下さい。

(4) 図表等でカラーを使用しても結構ですが、鮮明なものに限ります。
(5) 著者連名の場合は、講演者に○印を付けて下さい。
(6) 第一著者は、本会の会員に限ります。

(7) 原稿は、和文、もしくは英文で作成して下さい。

(8) 講演予稿の著作権は、原則として本会に帰属します。ただし、著者自身が複製や翻訳等の形で利用することを妨げません。

2.表題と著者名

表題と著者名(右寄せ)のフォントとサイズは、次のとおりです。

（表題）
和文　ゴシック体、18ポイント
英文　Times、18ポイント
（著者名）
和文　明朝体、11ポイント、
英文　Times、11ポイント
また、著者の会員種別を著者名の前に、所属を著者名の後の（）内に書きます。
3.要旨とキーワード
要旨とキーワードのフォントとサイズは、次のとおりです。

（要旨・キーワード）

和文　明朝体、10ポイント
英文　Times、10ポイント
4.見出しと本文
4.1　見出し

4.1.1　見出しのレベル

見出しのレベルは、章、節、項の3段階までとし、次の例のように記述します。

2.○○○

2.1　△△△

2.1.1　□□□

なお、本文と章・節の間は、1行空けて下さい。本文と項の間は、空けません。

4.1.2　見出しのフォントとサイズ

見出しのフォントとサイズは、次のとおりです。

（見出し[章]）

和文　ゴシック体、12ポイント
英文　Times、12ポイント、太字
（見出し[節・項]）

和文　ゴシック体、11ポイント
英文　Times、11ポイント、太字
4.2　本文

本文のフォントとサイズは、次のとおりです。

（本文）

和文　明朝体、10ポイント
英文　Times、10ポイント
なお、本文の文頭は、和文原稿の場合は1字下げ、英文原稿の場合は2字下げます。
5.図・表・写真
図等の番号は通し番号とし、標題を付けて下さい。また、フォントとサイズは、次のとおりです。
（番号と標題）

和文　明朝体、10ポイント
英文　Times、10ポイント
なお、写真は図として通し番号を付けて下さい。
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図1　物流センターにおける作業時間の構成
表1　作業改善案の比較
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6.数字と数式

言葉、用語、名称として慣用している数表現には漢字を用い、普通の数を表すものは算用数字とします。

〔例〕一つの、第三者、5隻

また、数は、次の例のように記述します。

〔例〕0.24　15,000　5×10-2
7.参考文献の書き方

参考文献は、本文中の参考順に番号を振り、その参考箇所でこのように(1)上付き・両括弧付き数字で指示します。

〔例〕・・・が発生することも報告(3)されている。

参考文献の書き方は次のようにします。最後にピリオドを付けて下さい。
（論文・雑誌）

著者名，表題，論文集名，巻数，号数，ページ，発行年月日.
（著書）

著者名，書名，ページ，発行所，発行年.

（Webページ）

サイト運営者，ページ名，URL，最終アクセス年月日.

〔例〕

(1) ○○太郎：講演予稿の原稿作成例，日本航海学会講演予稿集，Vol.1，No.1，pp.1-4，2013.5.
(2) △△雪子・□□月子：物流現場の改善，p.39，ロジ出版，2013.
(3) 物流研究所：○○花子の航海日誌，http://www.abc.def/ghi.html，2013.2.6.
8.その他注意事項

商品登録された製品名は、極力、使用しないで下さい（特に講演予稿の表題には使用しないで下さい）。
ただし、製品名の使用が必要不可欠、かつ商標元の了解を得ている場合は、そのことを説明する文章を講演申込時にご提出下さい。
以上
（原稿作成例2019年5月30日版）
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